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軍事 

東 第46号嘉 

・東京支部総会報告

・記念講演「中年女の生きる道」土屋賢二氏

・特別諦事「東京支部長時代の回想より」丸山庸子氏

4
年
目
を
迎
え
て
思
う
こ
と

東
京
支
部
長

森
川

淳
子

支
部
長
と
し
て
4
年
目
を
迎
え
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
思
い
も
か
け
ず
2
期
勤

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
あ
と
1
午
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
最
初
に
、
先
日
の
支
部
総
会
に
お

き
ま
し
て
、
「
大
学
女
性
協
会
東
京
支
部
」

と
名
称
が
正
式
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
こ

と
を
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。
支
部
規

約
の
一
部
改
訂
さ
れ
た
箇
所
は
、
こ
の

ペ
ー
ジ
の
下
段
に
載
せ
て
ご
ざ
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

l
A
U
W
も
法
人
改
革
の
波
に
の
ま

れ
、
昨
年
1
2
月
か
ら
特
例
法
人
と
な
り
、

公
益
法
人
の
認
可
を
受
け
る
べ
く
特
別
委

貝
会
で
作
業
を
し
て
き
ま
し
た
。
新
潟
で

の
総
会
の
席
で
は
、
海
老
根
副
会
長
か
ら
、

公
益
法
人
の
認
定
を
目
指
し
た
い
け
れ
ど

も
、
公
益
事
業
比
率
5
0
%
が
ク
リ
ア
で
き

て
お
ら
ず
、
一
般
法
人
の
認
可
を
受
け
る

こ
と
も
あ
り
う
る
、
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
会
が
長
く
活
動
を
続
け
て
い

く
た
め
に
、
ど
ち
ら
の
選
択
が
よ
り
よ
い

の
か
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
で

す
。い

ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
会

の
活
動
を
存
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

若
手
の
人
材
が
必
要
で
す
。
東
京
支
部
で

は
、
4
月
現
在
、
会
貝
が
3
8
1
人
と
な

り
ま
し
た
。
世
の
中
が
多
様
化
し
て
い
る

昨
今
、
会
貝
に
な
っ
て
く
だ
さ
る
方
、
支

部
の
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
る
方
が
少
な

く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
に
も
危
機
感

を
お
持
ち
に
な
っ
て
、
ご
紹
介
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

会
計
の
扱
い
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
支

部
の
会
計
も
本
部
会
計
に
沿
う
も
の
で
あ

る
こ
と
が
必
要
と
の
こ
と
で
、
0
0
年
度
予

算
か
ら
、
全
支
部
統
一
の
フ
ォ
ー
ム
へ
変

わ
っ
て
お
り
ま
す

大
学
女
性
協
会
が
ど
の
よ
う
な
法
人
の

形
に
な
り
ま
し
て
も
、
公
益
事
業
を
行
っ

て
い
く
こ
と
に
は
変
わ
り
な
く
、
支
部
で

も
公
益
性
を
念
頭
に
入
れ
、
活
動
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
協

力
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

重
ね
て
新
入
会
員
の
ご
紹
介
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

① 規約第1条1 

㈱大学女性協会東京支部規約改正について 

「大学坦△協会」を「大学皇壁協会」に改正。 

(り 規約第2条1 「大学坦△協会」を「大学聖堂協会」に改正o 

③ 規約第5粂1 「その他の者」を「その他の地域の者」に改正。 

(① 規約第14条l 「全亜年度」を「里墓年度」に改正o 

(D 規約第15条3 「会塾年度」を「里墓年度」に改正○ 

⑥ 附則5 「この規約は、平成21年5月16日から一部改正し施行する。」を追加。 

東京支部総会で以上のように規約改正が承認されましたので報告いたします。 

(社)大学女性協会東京支部 



2同年7月25日
と も し び 第46号(2)

2008年度㈱大学女性協会東京支部決算報告書

2008.4. lへ2飢鳩.3.31

収入の部 (単位円)

科 目 予簾頓 決軍縮 差 異 備 考 

I会 費 収 入 3.甥馬.00 3.357.(議) 72,0α) 

Ⅱ 裏書牽置釦胞偶人 7.700 6.454 -1266 

Ⅲ 運用金利息収入 1.6億) 1.458 -142 

n’寄 付 収 入 300.(00 269i302 -00.698 

バザー サークル 糠漬会一般参加賞 他 

V雑 収 入 20.00 28.2(畑 8200 

入会還付金 賞助会員還付金 

Ⅵ事豪も細全職場収入 0 0 0 

A 当期収入合計 3.614.320 3.662,414 48膜鳩 

B 前期繰趨金 刀O.462 770462 0 

C 収入合計(A+B) 生ゆl.782 4.432.8了6 48.筒袖 

科 目 予後額 決義援 差 異 備 考 

I本 部 会 費 2.100.(00 2之53.0調) 63,00 

Ⅱ 管 理 費 鎌調.00) 泌926 -131.074 

員)備 品 費 縦).(X調 従.140 6.140 

コピー代 用紙他 

〈2)消 耗 品 質 00.0調) 46.576 -33.424 

く3)印 刷 費 望).00 3.1軸 -46.850 ハガキ 封筒 

(4)通 信 費 230.0調) 172.00 -57.340 発送費 他 

(5)交 通 費 00.0調) 00.400 400 発送交通費補助 

(6)本部への分遣金 鵜0000 550.00) 0 本部への分担金 

Ⅲ運 営 費 110C調) 102$73 -7.127 

(1)総 会 費 00.000 78.454 -1.5飾 会場費 他 

〈2)委 員 会 費 00.00 24.419 -5.581 

Ⅳ事 業 費 望請000 507」鵜1 -52.719 

(1)一般事業費 (2〉国内美学金 4望).(00 100.00 407槌1 1(請00 -42.719 0 ともしび(2回) 禦潰会 寄付他 国内奨学金寄付 

(3)掃査研究費 10.00 0 -10.00 単購金 

V 雑 費 10.(畑〕 0 -10.(議) 

Ⅵ千 億 着 10.00 0 -10.(X調 

D 当期支出合討 3別0.(具わ 3.692.080 -147.920 

E当照収支差置(A-D) -225.00 -29.666 1鎌.014 

F次舶糠絡全(C-D) 軸4,782 740.796 1紡.014 

事業単備金状況

普通預金 半3.800,(議)中央三井信託銀行新宿西口支店

運用金状況

繰越金 羊 740.796

普通預金 半 664.(脆8 中央三井信託銀行新宿西口支店

現 金 半 76.7筏

会請 緒川佳子 浜田和子

2009年度予算

2009.4. 1へ2010.3.31

(単位円)

科 目 予後頓 備 考 

I事業活動収支の部 

1秘薬活動収入 

(4)会費収入 

1.035.00) 345口 

支節会費収入 (5)事業収入 

鍬).00 140,(00 6.調0 

購潰会会費等 個人サークル等 バザー 入会金・賛助会員還付金 

シンポジウム・講演会・義盛収入 

その他の行事参加費収入 

(6〉受託事業収入 

(7〉総会参加費収入 

支離総会参加費収入 

(8)寄付金収入 

(9)補助金讐収入 

00)雑収入 

受取利息収入 

その他犠収入 

100.00 25.00 

(11〉他会計からの繰入金収入 

本部会請からの糠入金収入 

事業活動収入討 l.336.調) 

2事業活動支出 

(1)事業費支出 

3額).00) 40.00 

鍵会・購潰会の会場費 

シンポジウム・購漬会・購座費用支出 その他奨学金・譜軽費支出 

購師持礼専 委員会鶴舞査研究費 

分担金・国際関係支出 

NG〇・その他分担金支出 

支部活動費支出 

広報活動費支出 160,調) ともしび発行(年2回) 

寄付金支出 

敦),00 10.0α) 

UNHCR協会への寄付 事業に要する通信費 

その他の事業活動支出 

周年記念事業支出 

印刷襲本義支出 

通信運搬費支出 180.00 

消耗品貫支出 図書・資料費支出 

50.00 80.()調) 

事業に要すろ勢筒 ラベル 

用紙コピー代等 投合案内の卦筒および出欠 

雑支出 

(2)管理費支出 

会議費支出 

支部餓会費支出 
ハガキ 総会茶菓子。 

旅費交通費支出 通信運搬費支出 

30.00 発送手伝いの交通義持助 

10.00 テープ ゴム印 等 什詣備品費支出 

消耗品質支出 

10.0調) 10.(議) 650.(議) 委員会用賀料コピー代等 支部分担金(55万円) 

印刷製本費支出 

雑支出 

(3)他会計への簾入金支出 

本部会相への繰入金支出 
国内奨学金(10万円) 

事業活動支出肘 1,610.0調) 

事業活動収支差額 ー冴4.調) 

Ⅱ授賞活動収支の鵡 

1投資活動収入 

(3)支部事業活動準購金取成収入 

投資活動収入討 

2投資活動支出 

(3)支部事業活動単後金取得支出 

投資活動支出什 

投資活動収支差額 

Ⅳ予職責支出 10,(×調 

当期収支差額 -284,00 

前期繰趨収支差額 7407錐 

次期繰趨収支差叡 456,7撮 

厳正Iこ整王政しました結果、正確に記載されており、間違いないことを証明致します。

2調D年4月8日 金調整査 三浦由紀子 佐々木澄子(印省略)

蕪糊年度手職について

今年度から、本部Iこ合わせて全部フォームが変更になりました。

支部に調達している項目のみ表示してありますので、番号が抜けている部分があります。
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(
東
京
支
部
総
会
報
告
)

書
記

田
辺

範
子

2
0
0
9
年
度
東
京
支
部
総
会
は
5
月

1
6
日
出
、
津
田
ホ
ー
ル
内
会
議
室
で
開
催

さ
れ
た
。

支
部
正
会
員
数
3
8
1
名
中
、
出
席
者

数
誠
名
、
有
効
委
任
状
提
出
者
教
1
5
2

名
、
計
2
0
4
名
で
総
会
は
成
立
し
た
。

森
川
支
部
長
の
第
強
固
通
常
総
会
報
告

と
新
会
員
増
強
へ
の
協
力
支
援
要
請
の
挨

拶
に
続
き
議
事
に
入
っ
た
。
2
0
0
8
年

度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
お
よ
び
会
計

監
査
報
告
が
承
認
さ
れ
、
つ
い
で
2
0
0
9

年
度
事
業
計
画
案
、
予
算
案
(
新
フ
ォ
ー

ム
)

が
審
議
承
認
さ
れ
た
。
東
京
支
部
規

約
変
更
の
承
認
、
新
委
貝
の
紹
介
後
、
議

事
は
終
了
し
た
。

続
い
て
海
老
根
副
会
長
よ
り
、
会
貝
増

強
と
公
益
法
人
化
に
つ
い
て
の
お
話
を
い

た
だ
き
、
総
会
は
無
事
終
了
し
た
。

諦
念
講
演
は
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
教

授
土
屋
賢
二
氏
の
「
中
年
女
の
生
き
る

道
」
と
い
う
演
題
で
行
わ
れ
た
。
今
回

は
、
男
性
4
名
を
含
む
創
名
近
く
の
一
般

参
加
者
が
あ
り
、
終
始
楽
し
く
和
や
か
な

会
と
な
っ
た
。

(
東
京
支
部
総
会
諦
念
講
演
会
)

(
.
〇
〇
・
5
・
坐

「
中
年
女
の
生
き
る
道
」

講
師

土
屋

賢
二
氏

拝
啓

土
屋
賢
二
先
生

先
日
は
大
学
女
性
協
会
の
講
演
依
頼
を

快
く
お
受
け
く
だ
き
っ
て
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

講
演
の
題
目
に
も
拘
ら
ず
、
大
勢
の
若

い
方
た
ち
が
参
加
し
て
く
だ
き
り
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
先
生
の
熱
心
な
読
者
だ
そ

う
で
す
。
若
者
よ
̃
富
を
捨
て
て
街
に
出

よ
う
-
と
い
う
言
葉
は
も
は
や
三
葉
虫
に

な
り
果
て
た
と
思
い
込
ん
で
お
り
ま
し
た

の
で
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

週
刊
文
春
の
エ
ッ
セ
イ
に
は
よ
く
奥
様

が
登
場
な
さ
い
ま
す
。
奥
方
の
前
に
平
身

低
頭
す
る
亭
主
の
図
の
趣
で
す
が
、
先
生

の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
…
。
奥
様
に
名
を

借
り
た
中
年
女
へ
の
要
望
、
要
請
、
要
求
、

そ
し
て
警
告
で
あ
ろ
う
と
勝
手
に
解
釈
し

て
お
り
ま
す
。
辛
辣
な
お
言
葉
の
羅
列
で

は
あ
り
ま
す
が
、
何
故
か
こ
ヤ
リ
と
し
で

し
ま
う
の
で
す
。
ど
う
し
て
で
し
ょ
う

ね
。
先
生
が
公
言
し
て
は
ば
か
ら
な
い

「
プ
ラ
ビ
も
真
っ
青
̃
な
僕
の
魅
力
」

の

な
せ
る
業
で
し
ょ
う
か
。
は
た
ま
た
今
回

の
講
演
で
も
強
調
さ
れ
て
い
ら
し
た
「
僕

の
人
徳
」
の
お
か
げ
な
の
で
し
ょ
う
か
。

奥
様
は
ご
自
分
の
こ
と
が
書
か
れ
た
エ

ッ
セ
イ
を
笑
い
飛
ば
さ
れ
る
と
か
。
本
当

に
器
の
大
き
な
方
で
す
ね
-

さ
て
、
先
生
は
ミ
ク
シ
ィ
で
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
な
さ
い
ま
し
た
。
女
に
怖
い
も

の
が
あ
り
や
̃
で
し
た
ね
。

メ
ー
ル
が
来
る
わ
来
る
わ
。
蛇
に
ゴ
キ

ブ
リ
、
容
色
の
衰
え
、
肥
満
、
紫
外
線
、

鏡
、
体
重
計
e
-
C
。
先
生
も
日
頃
の
主

義
主
張
を
捨
て
て
、
怖
い
も
ん
た
く
さ
ん

あ
る
ん
や
な
、
ち
ょ
っ
と
守
っ
た
ろ
か
、

と
思
わ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
夫
婦
の
関

係
が
怖
い
、
夫
を
愛
せ
な
い
自
分
に
怒
り

を
感
じ
る
と
い
っ
た
深
刻
な
回
答
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。

夫
を
愛
せ
な
く
な
る
の
は
当
た
り
前
の

こ
と
、
ド
ラ
マ
で
見
る
夫
婦
愛
は
め
っ
た

に
な
い
こ
と
だ
か
ら
感
動
的
な
の
で
す
。

自
分
を
責
め
る
の
は
止
め
な
さ
い
。
あ
な

た
は
マ
ザ
ー
・
テ
レ
サ
で
は
な
い
の
で

す
。
う
わ
べ
だ
け
で
も
や
さ
し
く
し
な
さ

い
。
夫
は
充
分
喜
び
ま
す
。
そ
れ
が
夫
婦

円
満
の
秘
訣
で
す
。
先
生
ら
し
か
ら
ぬ
お

優
し
い
お
言
葉
に
感
激
し
ま
し
た
。

な
ん
だ
か
ん
だ
言
っ
て
も
先
生
は
女
を

理
解
し
て
く
だ
さ
る
、
な
ん
て
思
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
(
い
か
ん
い
か
ん
、
ツ
チ

ヤ
菌
に
感
染
し
た
か
な
)

先
生
は
女
に
逆
ら
わ
ず
日
々
平
穏
に
お

過
ご
し
だ
そ
う
で
す
ね
。
女
も
男
に
完
璧

を
求
め
ず
、
つ
ま
ら
な
い
冗
談
に
も
に
っ

こ
り
笑
え
る
心
の
豊
か
さ
を
持
ち
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導

く
だ
さ
い
。
益
々
の
ご
活
躍
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

季
節
の
変
わ
り
目
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。

敬
具

(
細
貝

久
美
子
)



第46号(4〉びしもソ
」

2009年7月25日

第
5
2
回
遊
常
総
会
報
告

副
支
部
長

松
岡

幸
子

今
年
の
全
国
総
会
は
5
月
9
日
・
1
0
日

に
開
催
さ
れ
た
。
新
幹
線
は
き
ら
き
ら
光

る
水
田
を
走
り
抜
け
開
催
地
新
潟
に
到

着
。
吹
く
風
は
爽
や
か
だ
っ
た
。

9
日
の
午
後
は
臨
時
理
事
会
・
評
議
貝

会
・
支
部
長
懇
談
会
と
続
い
た
。

夜
の
懇
親
会
で
は
、
翌
日
の
講
演
に
因

ん
で
、
新
潟
の
食
材
に
よ
る
お
い
し
い
料

理
が
用
意
さ
れ
、
萱
森
直
子
さ
ん
の
普
女

唄
を
聞
き
な
が
ら
舌
と
耳
で
新
潟
を
満
喫

し
た
。
他
支
部
の
参
加
者
と
会
食
で
き
る

懇
親
会
は
貴
重
な
ひ
と
時
で
あ
る
。

1
0
日
の
通
常
総
会
に
は
2
5
支
部
か
ら
総

数
1
5
9
名
(
東
京
支
部
か
ら
は
偵
名
)

が
出
席
。
房
野
会
長
を
議
長
に
第
1
号
̃

第
4
号
議
案
迄
が
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
中

に
は
公
益
化
に
伴
う
収
支
予
算
書
の
形

二三二三」き吊
式
・
内
容
の
変

更
も
含
ま
れ

る
。午

後
は
「
お

米
の
機
能
を
探

る
-
新
潟
か
ら

の
発
信
-
」

の

演
題
で
新
潟
大

学
大
学
院
門
脇

基
二
教
授
の
講
演
会
。
地
域
と
の
連
携
に

よ
る
米
に
つ
い
て
の
最
先
端
の
研
究
成
果

が
発
表
さ
れ
た
。
今
年
は
公
開
だ
っ
た
の

で
会
場
に
は
中
年
男
性
の
姿
も
散
見
さ
れ

た
。既

に
「
と
も
し
び
第
4
5
号
」
で
お
知
ら
せ

の
通
り
、
当
協
会
は
現
在
公
益
法
人
認
定

の
準
備
段
階
に
あ
る
。
今
大
会
で
は
二
日

に
亘
り
、
そ
の
過
程
で
直
面
し
て
い
る
諸

問
題
に
つ
い
て
憩
切
な
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
認
定
機
関
が
公
益
性
を

ど
う
判
断
す
る
か
具
体
的
に
は
不
明
確
な

点
が
あ
る
。
試
算
で
は
公
益
目
的
事
業
費

率
を
0
0
%
以
上
に
す
る
の
は
容
易
で
は
な

い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
一
般
社
団
法
人
の

可
能
性
も
浮
上
し
て
く
る
。

懇
談
の
部
で
は
支
部
会
貝
か
ら
公
益
化

に
よ
っ
て
今
後
活
動
内
容
に
ど
う
い
う
影

響
が
出
る
の
か
不
安
と
の
声
が
聞
か
れ

た
。u

日
の
見
学
会
も
含
め
円
滑
な
大
会
運

営
に
対
し
新
潟
支
部
の
皆
様
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

(
次
期
通
常
総
会
は
2
0
1
0
年
5
月
9

日
静
岡
で
開
催
の
予
定
)

(
新
潟
支
部
主
催
見
学
会
)(

.
〇
〇
・
5
・
‖
)

新
潟
お
勧
め
ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ
り

5
月
u
日
新
潟
支
部
主
催
の
バ
ス
ツ

ア
ー
は
補
助
席
も
埋
ま
る
参
加
者
を
乗

せ
、
先
ず
新
潟
港
へ
。
明
治
元
年
開
港
五

港
の
内
、
唯
一
現
存
す
る
旧
新
潟
税
関
庁

舎
と
大
型
船
を
か
た
ど
っ
た
近
代
的
国
際

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
1
3
0
年

余
の
歴
史
の
流
れ
を
一
瞬
で
見
る
よ
う
で

し
た
。

日
本
第
二
の
広
さ
を
有
す
る
新
潟
中
央

卸
売
市
場
を
車
窓
か
ら
眺
め
、
次
の
訪
問

先
、
石
本
酒
造
に
到
着
。
前
日
で
酒
造
り

を
終
え
た
建
物
の
中
に
は
鞍
部
た
る
残
り

香
が
満
ち
て
い
ま
し
た
。
1
0
0
周
年
記

念
に
作
成
さ
れ
た
ビ
デ
オ
を
観
賞
後
、
3

班
に
分
か
れ
て
見
学
。
白
い
上
着
と
帽
子

を
身
に
着
け
、
建
物
ご
と
に
ス
リ
ッ
パ
を

履
き
替
え
説
明
を
伺
い
ま
し
た
。
広
い
建

物
の
中
は
全
て
機
械
化
さ
れ
、
麹
室
の
中

も
温
度
計
で
管
理
し
て
い
る
そ
う
で
す

が
、
究
極
は
杜
氏
さ
ん
が
人
間
の
五
感
、

目
で
見
、
鼻
で
嘆
ぎ
、
耳
で
聞
き
、
手
で

触
れ
、
頭
で
考
え
て
酒
造
り
を
し
て
い
る

と
の
こ
と
。
今
年
の
お
酒
の
で
き
を
尋
ね

る
と
、
昨
年
は
台
風
の
被
害
も
無
く
、
天

候
に
恵
ま
れ
、
よ
い
お
米
が
で
き
た
の

新潟市歴史博物館

で
、
と
嬉
し
そ
う
な
顔
を
さ
れ
た
の
が
印

象
的
で
し
た
。
ち
な
み
に
お
米
は
兵
庫
県

三
田
の
山
田
錦
だ
そ
う
で
す
。
お
土
産
の

幻
の
大
吟
醸
「
越
の
寒
梅
」
を
大
事
に
抱

え
、
越
後
随
一
の
豪
農
、
伊
藤
家
へ
。
イ

タ
リ
ア
ン
・
ラ
ン
チ
を
賞
味
の
後
、
「
北

方
文
化
博
物
館
」
を
見
学
。
名
前
の
由
来

は
伊
藤
家
の
先
代
と
親
交
の
あ
っ
た
、
柳

宗
悦
、
浜
田
庄
司
、
バ
ー
ナ
ー
ド
・
リ
ー

チ
氏
な
ど
の
薦
め
で
世
界
最
古
の
ス
カ
ン

セ
ン
野
外
博
物
館
内
の
ノ
ル
デ
ス
カ
・
ム

ジ
ー
(
北
方
博
物
館
)
か
ら
名
づ
け
、
毎

日
1
俵
の
お
米
を
炊
く
広
い
台
所
は
じ

め
、
当
時
の
暮
ら
し
ぶ
り
そ
の
ま
ま
の
展

示
も
倣
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。
隣
に
三
楽

享
と
い
う
書
斎
兼
茶
室
が
あ
り
、
畳
は
1

枚
を
除
き
全
て
三
角
形
又
は
菱
形
。
賞
を

尽
く
し
た
様
が
窺
え
ま
す
。
真
っ
盛
り
の

藤
を
愛
で
、
一
路
帰
途
に
。
新
潟
支
部
の

温
か
い
ご
配
慮
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

(
五
十
嵐

康
子
)
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命
・
3
・
3
1
)

「
線
持
寺
拝
観
」

に
参
加
し
て

大
本
山
怨
持
寺
は
、
5
了
0
余
年
の
歩

み
を
重
ね
石
川
県
に
あ
り
ま
し
た
が
、
明

治
3
1
年
に
焼
失
し
た
た
め
現
在
の
横
浜
市

に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。
8
万
坪
の
境
内
に

入
る
と
染
井
吉
野
が
美
し
く
8
分
咲
き
で

し
た
。

5
0
名
の
参
加
者
が
2
班
に
分
か
れ
拝

観
。
東
部
と
西
部
を
結
ぶ
1
8
0
m
あ
る

(
百
聞
廊
下
)
は
、
徳
名
の
修
行
僧
た
ち
に

よ
っ
て
朝
夕
2
回
の
雑
巾
が
け
で
磨
き
上

げ
ら
れ
ピ
カ
ピ
カ
に
輝
い
て
お
り
ま
し
た
。

突
き
当
た
り
の
(
衆
寮
)
は
、
一
般
参

禅
者
の
た
め
の
座
禅
道
場
と
し
て
開
放
さ

れ
て
お
り
、
隣
り
の
(
大
僧
堂
)
は
修
行

僧
の
修
行
道
場
で
、
朝
夕
座
禅
を
し
、
食

事
も
睡
眠
も
こ
こ
で
と
り
ま
す
。
朝
食
は

[
小
食
]
と
呼
び
、
お
か
ゆ
・
お
漬
物
・

ご
ま
塩
等
の
ふ
り
か
け
、
昼
食
は

[
点

心
]
、
夕
食
は

[
薬
石
]

と
呼
び
ま
す
。

朝
は
4
時
半
に
起
床
、
振
鈴
当
番

(
右
手

に
鈴
を
持
ち
修
行
僧
を
起
こ
す
)

は
、
2

時
半
に
起
き
る
そ
う
で
す
。

(
放
光
堂
呼
は
一
番
最
初
に
出
来
、
一

般
の
お
位
牌
堂
に
あ
た
り
ま
す
。
(
仏
殿
)

は
別
名
(
大
雄
宝
殿
)
と
い
い
お
釈
迦
様

の
法
要
は
こ
こ
で
行
い
ま
す
。

地
下
を
通
り
(
瑞
応
殿
)
の
上
の
(
大

祖
堂
)
は
、
昭
和
的
年
に
設
立
さ
れ
た
本

堂
で
、
開
祖
を
は
じ
め
2
2
名
の
祖
師
の
お

位
牌
が
配
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

(
侍
局
)
は
、
今
年
9
3
歳
に
な
ら
れ
る

禅
師
大
通
晃
仙
住
職
が
お
住
い
に
な
り
、

(
待
鳳
館
)
は
徳
川
家
書
院
を
移
築
し
た

建
物
で
、
門
に
は
4
種
類
7
匹
の
動
物

(
虎
・
象
・
牛
・
兎
)

の
彫
刻
が
隠
れ
て

お
り
ま
す
。

修
行
僧
に
な
る
に
は
、
待
鳳
錠
前
に
並

び
約
3
時
間
荷
物
を
持
っ
て
待
ち
、
許
可

が
出
て
修
行
僧
に
な
れ
る
の
で
す
。

高
さ
1
8
0
0
0
も
あ
る
木
彫
り
で
日
本

一
大
き
い
と
言
わ
れ
る
大
黒
尊
天
を
最
後

に
拝
観
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
修
行
僧
が

作
る
栢
進
料
理
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

と
て
も
美
味
し
く
、
感
謝
し
、
満
足
し
た

と
こ
ろ
で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
希
望
者
は
、
故
石
原
裕
次
郎
氏

の
お
墓
と
、
(
日
本
桜
名
所
1
0
0
選
)

に
選
ば
れ
て
い
る
三
ッ
池
公
園
に
行
き
、

藤
川
博
士
の

「
無
次
元
タ
イ
と
ミ
ユ
ラ
ー

空
間
と
モ
ジ
ュ
ラ
ー
群
の
力
学
系
」
と
題

す
る
受
賞
講
演
が
行
わ
れ
た
。
唯
博
士
は

高
性
能
触
媒
の
設
計
合
成
の
み
な
ら
ず
、

触
媒
反
応
過
程
に
お
け
る
金
属
活
性
構
造

の
挙
動
の
解
析
法
の
開
発
・
改
良
を
推
進

し
、
世
界
を
先
導
す
る
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
。
藤
川
博
士
は
複
素
力
学
系
の
理
論
の

基
礎
に
新
た
な
視
点
を
与
え
、
数
学
の
複

素
解
析
学
の
分
野
で
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。
お
二
人
と
も
非
専
門
家
に
も
理
解
で

き
る
よ
う
に
、
図
を
駆
使
し
て
講
演
さ
れ

た
。
諦
演
後
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
、

1
6
0
0
本
以
上
あ
る
桜
を
堪
能
い
た
し

ま
し
た
。
と
て
も
有
意
義
で
ス
テ
キ
な
一

日
に
な
り
ま
し
た
。

(
細
田

照
子
)

(
第
1
 
1
回
寺
田
科
学
研
究
奨
励
賞
贈
呈
式
)

(
.
〇
9
・
6
・
6
)

贈
呈
式
は
、
6
月
6
日
に
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
受
賞
者
は

自
然
科
学
研
究
機
構
分
子
科
学
研
究
所
准

教
授
の
唯
美
澤
木
博
士

(
触
媒
科
学
)

と

千
葉
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
准
教
授
の

藤
川
美
挙
博
士

(
数
学
複
素
解
析
学
)

で

あ
る
。
式
終
了
後
唯
博
士
の

「
表
面
を
媒

体
と
し
た
高
機
能
金
属
活
性
構
造
の
創
出

と
触
媒
反
応
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
解
析
」
と

お
二
人
の
恩
師
、
関
係
者
、
会
員
諸
姉
の

約
的
人
が
参
加
し
祝
福
し
た
。

(
熊
谷

晶
子
)
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東
京
支
部
長
時
代
の
回
想
よ
り

丸
山

庸
子

支
部
長
を
お
引
き

受
け
し
た
の
は
、

1
9
8
0
年
4
月
か

自
ら
2
年
間
の
こ
と
、

0
0
年
近
く
も
前
の
こ

と
で
し
た
。

1
9
7
6
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
国
連

婦
大
の
的
年
」

の
中
間
年
に
当
た
り
、
コ

ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
世
界
女
性
会
議
が
行
わ

れ
、
ま
た
、
「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
」
署

名
式
が
あ
る
な
ど
、
高
揚
感
の
あ
る
年
で

し
た
。
こ
の
年
の
I
F
U
W
の
総
会
で

は
、
高
野
フ
ミ
氏
が
日
本
か
ら
初
の
会
長

と
し
て
選
出
さ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
す
。

当
時
、
東
京
支
部
は
在
籍
9
2
7
名
、

私
は
入
会
し
た
翌
々
年
で
し
た
が
、
友
人

か
ら
次
の
支
部
長
は
お
茶
の
水
の
番
だ
か

ら
と
半
ば
強
制
さ
れ
て
そ
の
任
に
就
い
た

の
で
す
か
、
他
の
役
員
の
方
々
は
皆
決
ま

っ
て
お
り
、
た
い
へ
ん
協
力
的
に
迎
え
入

れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

支
部
行
事
と
し
て
先
ず
企
画
し
た
の
は

講
演
会
で
し
た
。
国
際
政
治
を
そ
の
民
族

性
と
い
う
内
側
か
ら
理
解
し
て
み
た
い
と

い
う
思
い
で
、
先
ず
入
り
口
を
と
「
国
際

関
係
論
」
の
若
者
衛
藤
津
吉
教
授
に
お
願

い
に
上
が
っ
た
の
で
す
が
、
快
諾
さ
れ
、

そ
の
上
に
こ
の
企
画
に
た
い
へ
ん
乗
り
気

で
、
そ
の
後
の
シ
リ
ー
ズ
の
人
選
な
ど
も

ご
協
力
く
だ
き
り
、
左
話
の
よ
う
な
プ
ラ

ン
と
な
り
ま
し
た
。
(
肩
書
き
は
当
時
)

1
.
民
族
と
平
和
・
総
論

東
京
大
学
散
技

術
藤
満
吉

2
.
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

国
連
大
学
副
学
長

武
者
小
路
公
秀

3
.
ア
メ
リ
カ

東
京
女
子
大
学
教
授

猿
谷
要

4
.
ソ
連

東
京
外
国
語
大
学
散
授

志
水
速
雄

曇
天
学
籍
雑
小
川
嘉
子
(
会
員
)

6
.
ア
ジ
ア

京
都
大
学
助
微
授

土
屋
健
治

7
.
ア
フ
リ
カ

慶
応
大
学
敢
授

小
田
英
郎

8
.
中
近
東

ァ
ジ
離
籍
欝
中
岡
三
益

9
月
か
ら
翌
年
8
月
ま
で
続
き
好
評
で

し
た
。
懐
か
し
い
と
思
わ
れ
る
方
も
お
あ

り
と
思
い
記
載
し
ま
し
た
。

翌
1
9
8
1
年
は
、
山
崎
倫
子
会
長
の

も
と
文
部
省
国
庫
補
助
に
よ
る
全
国
セ
ミ

ナ
ー
「
1
9
8
0
年
代
を
生
き
る
-
I
高
齢

化
社
会
を
迎
え
て
」
が
、
伊
東
す
み
子
副

会
長
を
企
画
委
員
長
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
だ
耳
新
し
い
、
極
め

て
先
駆
的
な
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。
各
支
部

セ
ミ
ナ
ー
か
ら
始
ま
り
、
全
国
を
4
地
域

に
分
け
て
、
私
た
ち
は
関
東
・
中
部
地
区

セ
ミ
ナ
ー
、
最
後
に
全
国
セ
ミ
ナ
ー
で
ま

と
め
る
と
い
う
て
い
ね
い
な
も
の
で
し

た
。
東
京
支
部
は
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
「
介

護
、
福
祉
、
労
働
を
め
ぐ
っ
て
」
の
中
で

ほ
と
ん
ど
応
募
の
な
か
っ
た
「
労
働
」
に

応
ず
る
こ
と
と
な
り
、
百
貨
店
と
企
業
の

探
訪
を
行
い
、
伊
東
委
員
長
を
驚
か
し
ま

し
た
。
こ
の
と
き
の
介
護
問
題
の
調
査

は
、
0
0
年
近
く
前
の
こ
と
な
が
ら
本
質
的

な
課
題
を
捉
え
て
い
て
、
極
め
て
充
実
し

て
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
国
庫
補
助
に
よ
る
全
国
セ
ミ

ナ
ー
は
以
後
2
4
年
間
続
き
、
女
性
問
題
の

当
事
者
の
視
点
か
ら
社
会
の
諸
問
題
を
見

据
え
、
そ
の
都
度
決
議
事
項
に
ま
と
め
、

要
望
書
を
関
係
省
庁
に
届
け
た
こ
と
は
皆

様
ご
承
知
の
通
り
で
す
。

山
崎
会
長
は
背
筋
の
ピ
ン
と
伸
び
た
志

の
高
い
方
で
、
常
に
ク
私
た
ち
は
社
団
法

人
な
の
で
す
よ
ク
と
社
会
へ
の
奉
仕
を
第

一
義
に
す
る
と
い
う
戒
め
を
し
ば
し
ば
口

に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
後
に
土
地
を
公
に

寄
付
さ
れ
日
本
で
初
の
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

(
デ
イ
ケ
ア
施
設
)
を
作
ら
れ
、
志
を
形

に
さ
れ
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
1
9
5
7

年
社
団
法
人
の
認
可
を
得
た
折
か
ら
、
い

や
笑
は
、
設
立
の
当
初
か
ら
公
益
の
志
を

持
ち
続
け
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
、
私
た
ち
は
新
た
な
公
益
認
定
の
問

題
で
や
や
難
渋
な
思
い
を
し
て
い
ま
す

が
、
私
た
ち
の
歩
ん
で
き
た
道
に
自
信
を

持
ち
、
成
果
を
も
う
少
し
公
に
広
げ
る
努

力
を
重
ね
つ
つ
、
認
定
の
可
否
を
超
え
、

男
女
と
も
に
心
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
社
会

の
形
成
の
た
め
、
皆
様
と
と
も
に
努
力
を

重
ね
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
京
支
部
長
の
期
間
は
2
年
で
し
た
が
、

私
は
、
子
育
て
な
ど
を
終
え
諸
々
の
経
験

を
積
ま
れ
た
、
気
配
り
豊
か
で
分
別
の
あ

る
熟
年
婦
人
に
数
多
く
出
道
い
ま
し
た
。

と
き
に
は
本
部
の
委
貝
会
や
理
事
に
入
ら

れ
た
り
も
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
会
が
た

い
へ
ん
な
い
く
つ
か
の
時
期
、
土
壇
場
に
な

る
と
不
思
議
な
力
で
切
り
抜
け
ら
れ
た
の

は
、
こ
う
し
た
魅
力
あ
る
会
貝
に
負
う
と

こ
ろ
が
多
い
と
い
つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。

*
丸
山
庸
子
氏
略
歴

東
京
大
学
卒
。

1
9
8
0
̃
1
9
8
2
午
㈱
大
学
婦
人
協

会
東
京
支
部
長
、
1
9
9
6
̃
1
9
9
8

年
㈲
大
学
婦
人
協
会
会
長
、
2
0
0
6
年

「
平
成
1
8
年
度
文
部
科
学
省
社
会
教
育
功

労
者
」
受
賞
。
現
在
、
女
性
の
地
位
委
員

会
な
ど
諸
委
員
会
で
活
躍
中
。
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す
I
ク
ル
紹
介
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●
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●
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●
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●
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●
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●
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●
.
●
.
●
.
●
.
●
.
●
.
●
.
-
.
-
.
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★
英
語
講
座

・
第
一
・
第
三
金
曜
日午

前
十
時
̃
十
二
時

・
大
久
保
地
域
セ
ン
タ
ー
三
階

・
講
師
・
松
本
節
也
元
法
政
大
学
教
授

「
さ
し
絵
入
り
英
国
史
」
を
講
読
中
。

請
師
に
よ
る
詳
細
な
訳
註
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
用
の
テ
ー
プ
、
参
考
資
料
を
も
と
に

輪
読
し
て
い
ま
す
。

・
連
絡
先
・
中
間
美
砂
子

(
食
〇
四
三
-
二
七
五
-
五
三
八
五
)

★
楽
し
い
俳
句
会

・
第
三
水
曜
日

午
後
一
時
半
̃
三
時
半

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
講
師
・
柴
崎
宮
子
会
員

柴
崎
先
生
の
熱
心
な
ご
指
導
の
も
と
楽

し
く
俳
句
を
作
っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
を
若
干
名
募
集
中
で
す
。

・
連
絡
先
・
小
池
朋
子

(
種
〇
四
五
-
九
〇
二
-
九
七
三
〇
)

★
源
氏
物
語
を
読
む
会

(
工
)

・
第
三
・
第
四
水
曜
日

午
前
十
時
半
̃
十
二
時
半

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

.
講
師
・
抜
足
操
咲
子
会
貝

宇
治
十
帖
「
東
屋
」
を
読
ん
で
い
ま
す
。

・
連
絡
先
・
平
田
宏
子

(
書
〇
四
-
七
一
四
三
-
一
五
七
三
)

★
源
氏
物
語
を
読
む
会

(
Ⅱ
)

・
第
二
二
二
・
四
火
曜
日

午
前
十
時
̃
十
二
時

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

.
講
師
・
坂
上
繕
撲
子
会
貝

宇
治
十
帖
「
指
輪
」
に
入
り
ま
し
た
。

・
連
絡
先
・
中
山
律
子

(
露
〇
三
⊥
二
三
三
六
-
四
六
二
人
)

★
水
墨
画
教
室

・
第
二
木
曜
日

午
後
一
時
半
̃
三
時
半

・
l
A
U
W
事
務
所
会
議
室

・
講
師
・
日
高
絹
子
(
綱
紀
)
会
員

・
初
心
者
歓
迎

若
干
名
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

・
連
絡
先
・
森
川
淳
子

(
a
〇
四
五
-
五
八
三
-
三
四
三
〇
)

*

*

*

*

*

*

圏
会
費
納
入
の
お
願
い

大
学
女
性
協
会
は
み
な
さ
ま
の
会
費
で

成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
会
費
未
納
の
方

は
、
用
紙
の
「
振
込
み
の
ご
案
内
」
を

参
照
の
上
、
ど
う
ぞ
お
早
め
に
お
振
り

込
み
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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事
業
報
告
・
予
定

5
・
90

‖
‖
‥

5
・
1
6

6
・
6

6
・
0
0

了
・
2
5

9
・
紗

的
・
1
78

1
2
・

l
・
9

3
・
l

l
A
U
W
第
5
2
回
通
常
総
会

於
・
新
潟

東
京
支
部
総
会

記
念
講
演
「
中
年
女
の
生
き
る

道
」

講
師

土
屋
賢
二
氏

守
田
科
学
研
究
奨
励
賞
贈
呈
式

講
演
会
「
臣
の
女
-
記
紀
・
万

葉
・
古
代
系
譜
が
語
る
女
性
の

出
仕
と
律
令
女
官
制
度
前
史

-
」

(
国
内
奨
学
委
員
会
と
共

催
)

講
師

伊
集
院
葉
子
氏

東
京
支
部
会
報
「
と
も
し
び
」

篤
郎
号
発
行

講
演
会

講
師

田
中
隆
氏

全
国
セ
ミ
ナ
ー

於
・
ヌ
エ
ッ
ク

第
9
回
自
然
科
学
講
演
会

(
科

学
研
究
奨
励
委
員
会
と
共
催
)

新
春
の
つ
ど
い
・
国
内
奨
学
金

贈
呈
式

東
京
支
部
会
報
「
と
も
し
び
」

第
4
7
号
発
行

以
後
の
事
業
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(
各
係
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
)

☆
会
員
係

本
部
の
会
員
委
員
会
と
連
携
し
て
、
支

部
会
貝
の
入
退
会
、
住
所
の
変
更
な
ど
、

会
員
の
現
状
を
正
確
に
把
握
で
き
る
よ
う

努
め
て
お
り
ま
す
。
本
部
会
報
、
「
と
も

し
び
」
、
講
演
会
・
見
学
会
の
ご
案
内
、

セ
ミ
ナ
ー
報
告
、
そ
の
他
の
大
切
な
お
知

ら
せ
が
確
実
に
お
手
元
に
届
き
ま
す
よ

う
、
ご
転
居
の
際
は
速
や
か
に
支
部
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

(
村
木

晴
子
)

☆
講
座
・
見
学
係

講
座
・
見
学
係
で
は
、
様
々
な
分
野
の

講
師
を
お
招
き
し
て
の
請
演
会
や
、
興
味

は
あ
る
の
だ
け
ど
一
人
で
は
行
き
に
く

い
、
あ
る
い
は
団
体
で
な
い
と
受
け
付
け

て
も
ら
え
な
い
と
い
う
よ
う
な
場
所
へ
の

見
学
会
な
ど
を
今
後
も
企
画
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
方
の
お
話
が
聞
き
た

い
、
あ
る
い
は
、
こ
こ
に
行
っ
て
み
た
い

と
い
う
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
会
員
外
の
方
も
お
誘
い
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

(
堀
内

洋
子
)

☆
バ
ザ
ー
係

今
年
度
よ
り
バ
ザ
ー
商
品
も
少
々
目
新

し
い
も
の
を
加
え
て
み
ま
し
た
。
食
の
安

全
に
こ
だ
わ
り
、
で
き
る
だ
け
産
地
直
送

の
も
の
を
仕
入
れ
て
お
り
ま
す
。
バ
ッ
グ

も
、
使
い
勝
手
、
品
質
、
縫
製
の
良
さ
を

売
り
に
、
ポ
シ
ェ
ッ
ト
、
新
型
ト
ー
ト
等

の
ご
注
文
も
お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
売
り
上
げ
が
奨
学
生
の
方
々
へ

の
お
役
に
立
つ
こ
と
は
、
私
ど
も
の
誇
り

で
す
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(
一
二
滴

洋
子
)

☆
と
も
し
び
係

年
2
回
発
行
の
会
報
「
と
も
し
び
」

が
、
東
京
支
部
の
活
動
を
十
分
に
お
伝
え

で
き
て
い
ま
す
よ
う
に
、
皆
様
の
東
京
支

部
へ
の
関
心
を
膨
ら
ま
す
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
が
私
た
ち

係
の
願
い
で
す
。
大
学
女
性
協
会
が
大
き

な
変
化
の
時
に
、
来
し
方
を
掠
り
返
り
、

行
く
末
を
考
え
る
特
別
記
事
も
企
画
い
た

し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
ぜ
ひ
楽
し
み
に
お
読

み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

(
早
瀬

暢
子
)

圏
本
邦
か
ら
の
お
知
ら
せ

6
月
よ
り
事
務
職
貝
の
勤
務
日
が
月
・

火
・
木
・
金
の
過
4
日
に
な
り
ま
し
た
。

水
曜
日
は
留
守
電
・
F
a
X
で
対
応
し

て
お
り
ま
す
。

★
住
所
等
ご
変
更
の
場
合
は
事
務
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
使
用
済
み
の
切
手
を
事
務
所
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。

圏
訂
正
の
お
知
ら
せ

と
も
し
び
4
5
号
1
ペ
ー
ジ
2
段
4
行
目

の
「
1
9
年
」
は
「
1
4
年
」

の
誤
り
で
し

た
の
で
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

l
・
-
1
i
I
i
l
i
:
1
-
1
1
i
\
i

-
.
1
、
l
-
I
l
\
i
1
1
!
・
・
、
.
{
l
l

(
編
集
後
記
)

今
号
は
、
係
に
次
々
と
怪
我
、
病
気
が

発
生
し
、
疾
風
怒
涛
の
編
集
作
業
で
あ
り

ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
無
事

発
行
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
を
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

丸
山
氏
の
回
想
記
に
は
元
気
づ
け
ら
れ

ま
す
。
先
輩
諸
姉
の
築
い
て
こ
ら
れ
た
東

京
支
部
の
発
展
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

会
員
活
動
の
紹
介
の
一
端
と
し
て
水
墨

画
教
室
作
品
展
を
掲
載
し
ま
し
た
。
作
品

の
よ
さ
を
で
き
る
だ
け
損
な
わ
な
い
よ
う

に
努
め
ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
い
夏
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

(
H
・
0
・
S
)

と
も
し
び
四
六
号

発
行
日

二
〇
〇
九
年
七
月
二
十
五
日

発
行
社
囲
法
人
大
学
女
性
協
会
東
京
支
部

編
集
と
も
し
び
係

〒
胤
剛
新
宿
区
左
門
町
十
一
番
六
・
一
〇
一

動
〇
三
二
一
三
五
八
・
二
八
八
二

印
刷
タ
ナ
カ
印
刷
㈱

地
〇
三
〇
三
二
五
八
二
八
八
九


